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§1.日本語教育で方言はどう扱うべきか

地域社会で生活する日本語学習者は方言という問題に直面します｡通常､日本語教

育では標準語 ･共通語の教育が優先され､方言が扱われることはありません｡しかし､

教室で学習することばと地域で使われていることばが違うために､不便を感じている

学習者が多いのも事実です｡関西地域を調査した佐治(1988)では｢おおきに(ありがと

う)｣を｢大きい｣と判断した留学生が銭湯を出るときに ｢おおきに｣といわれ､太って

いるので気分を悪くしたという例が報告されています｡方言は通じないだけでなく､

誤解を生じさせる危険性もあるというのです｡

各地で方言によるトラブルの例が報告されています.そこで 1990年代はじめ､教室

でも方言を教えるべきかどうかということがよく話題になりました｡生越(1991)では､

方言を教えた方がよいという意見が強くなってきていると報告しています｡ロング

(1992)も､｢自然習得｣は非能率的で､しかも混乱を招く場合も多いため､教室での体

系的な方言教育の必要性を説いています｡

それならば､方言を教えればよいということになりそうですが､そう簡単にはいき

ません｡その学習者はその土地に何年いるのでしょうか｡限られた期間しかいないの

に､そこでしか通用しないことばを学ぶ必要性はどのくらいあるのでしょうか｡方言

を学習するのに､どのくらい労力を必要とするのでしょうか｡その学習者が母国に帰

って日本語教師になった場合､学習した方言を共通語として教えてしまうかもしれま

せん｡また､ある学習者は学んだ方言をその土地で使うかも知れません｡外国人が方

言を使 うことに好意的でない日本人は多いという調査報告もあります｡方言を売りに

している外国人タレントもいますが､外国人が方言を使 うことのデメリットは大きい

のです｡方言は使い方によっては人間関係に影響します｡方言を教育する前に､まず

日本語教師が方言の機能や役割､方言を教育した場合のメリット･デメリットを十分

に知っている必要があるのです｡

何かの要因で学習者が方言を覚えた場合でも､方言を理解することは大切だが､使

わない方がよいことを説明する必要があります｡これは方言に限ったことではありま

せん｡基本的に日本語教育では文体の低いことばは扱いません｡文体の低いことばは

使い方を誤ると人格を疑われることもあるのです｡本稿では､方言を解説していきな

がら､日本語教育で方言をどのように扱うべきなのかを考えてみたいと思います｡

-98-



§2.方言とは

方言という用語は､一般では､全国的に使われることのないめずらしい語句の意味

で使われます｡たとえば､宮崎方言と言えばテゲ(とても)やグラシ-(かわいそう)な

どを思い浮かべる人も多いでしょう｡ヤマイモヲホル(酔ってくだをまく)などの慣用

句を思い浮かべる人もいるかもしれません｡各地でよく目にする 『～方言集』などの

多くは､その地域のめずらしい語句を集めたものです｡

方言ということばは平安時代初期のものと思われる 『東大寺説話文稿』に既に用い

られており､奈良や京都などの中央語に対する ｢川舎のことば｣｢辺境のことば｣の意

味で使われています｡確かに方言というと現在でもm舎のことばというイメージがあ

ります｡それでは現在の中央である東京のことばは方言でしょうか｡

方言学においては､東京のことばも東京万言として扱います｡方言学では､ある地

域の全言語体系を方言とします｡地域差のある語だけでなく､地域差の無い語も合わ

せて方言として扱います｡この意味では､アタマ(顔)や-シル(走る)なども､その地

域で使われていれば方言の一要素になるのです｡方言と対立することばは中央語(東京

請)ではなく共通語や標準語です｡

また､社会言語学という分野では､くだけた場面で使われる話しことばの意味で方

言を使います｡場面によることばの違いを文体の違いといいますが､実は､この場面(文

体)という概念が日本語教育にとって大切なのです｡方言が単なる地域のことばとして

片付けられないのは､この場面差(文体差)が大きく関係しているからです｡場面(文体)

については後ほどくわしく解説することにします｡

大阪弁､宮崎弁などの～弁はその地域の話しことばという意味で使われます｡この

～弁は社会言語学で使われる方言の意味に近いのですが､場面差を考慮しないという

点においてやや違う概念といえます｡

方言の意味についていくつか解説しましたが､ここではみなさんが理解しやすいよ

うに地域差のあることばを方言と表現することにします｡ただし､語嚢に限らず､発

音､文法､句､文なども含めて考えます｡また､できるだけ宮崎県方言を例として解

説したいと思います｡
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§2.ことばの地域差と世代差

ことばの地域差は語嚢だけでなく､発音や文法などにも観察できます｡｢白い｣をシ

リ･シリーと発音すること､｢高い｣をタケ ･タケ-と発音することなどは発音に関す

ることです｡宮崎県のほとんどは無アクセント域に属していますが(一部尾高一型アク

セント)､このアクセントも発音に関することです｡｢行かなかった｣｢食べなかった｣を

イカザッタ ･クワザッタというのは文法に関することです｡ヤマイヲオホル(山芋を掘

る)などは､酔漢のくどくしつこいさまが､山芋を据る大変さに似ていることからでき

た比愉表現です｡これなどは､標準語や共通語と同じ表現でありながら､その地域独特

の意味をもつ慣用句です｡地域差はことばのあらゆるレベルにおいて観察できるのです｡

2.1新しい方言の発生

近年はことばの地域差が急速に失われてきているといわれています｡マスメディア

や交通手段の発達がその大きな要因といえます｡宮崎県も例外ではありません｡宮崎

県でもかなり標準語化､共通語化が進んでいます｡宮崎大学教育文化学部国語学研究

室では2005年度から現在に至るまで､宮崎県の方言調査を行ってきていますが､多く

の伝統方言が消失していることが確認できました｡宮崎県の方言は豊日方言に属する

日向方言と薩摩方言に属する諸県方言とに大きく区画できます｡｢可愛い｣に対応する

方言としては､宮崎市(日向方言)ではムゾラシ､都城市(諸県方言)ではムジが使われ

ていましたが､どちらの地域も共通語形カ

ワイ-が使われるようになっています｡

｢蛙｣は宮崎市ではビキタロ､都城市では

ピッキョが使われていましたが､現在では､

どちらの地域も共通語形カエルが使われて

います｡

また､新たな方言が発生して地域差が無

くなる場合もあります｡｢青癌｣は宮崎市で

はクロジン､都城市ではツグロジンが使わ

れていました｡それが宮崎市 ･都城市とも

にアオジンタンを使いだしています(図1)0

一一 一 宮崎市- ■ 一一都城市

■ヽヽヽヽヽ
若年層 活躍層 高年層

図 1.アオジンタンの使用率(早野2007a)

-100-



日向方言と諸県方言の地域差がこの項目では失われつつあることがわかります｡アオ

ジンタンのような新しく発生した方言を新方言といいます｡方言にはケズル(すく､髪

を～)のように古語が方言的要素となって使われているものもありますが(太平記三五･

北野通夜物語事 ｢一度食するに士来れば終-ざるに急ぎ足にあひ､-たび椀(カミケゾル)にも訴-来れば

先是をきく｣)､新 しい方言もあるのです｡ことばは常に変化 してきています｡そして､

ことばの変化が地域で異なるために地域差が生まれるのです｡

新方言が発生すると､新たに地域差が発生することもあります｡｢大きい｣に対応す

る表現は､国立国語研究所編(1966)『日本言語地図 1』から､ほぼ宮崎県全域でフ ト

イが使用されてお り､さらに宮崎市とその周辺域の数地点でオッケネがフ トイと併用

されていたことが確認できます｡オッケネは共通語のオーキナ(形容動詞)と語形が近

かったことが勢力を拡大した大きな要因

と考えられます｡ 日向方言域に対して諸 熊本県

県方言域では､現在でもフ トイが使用さ

れているため､日向方言と諸県方言で新

たな地域差が発生したのです｡図2は早

野(2007a)による宮崎県南部域調査の結

果で､現在の高年層における状況です｡

高年層が使用しているから､古くから使

用されている方言と思いきや､実は､少

し前に発生した方言だったということも

あるのです｡

宮崎市の若年層では､相手に同意を求

めるコツセンがよく使用されています｡

自然会話では次のように使われます｡

･ツゴーヨク アルモンジヤネーコツ

セン

(都合良くあるものではないよね)

･テユーカ スーガクイワンガッタコ

ツセン

(というか､数学言わなかったよね)

鹿児島県

●オッケネ頬

△フトイ頬
フテー
フチー
フトカ

◎ オッキー

◆ デカイ

ー その他

図2｢大きい｣の方言(早野2007a)

図3雑誌 『cossen』(八〇一ムス企画)
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コツセンは､終助詞の ｢よね｣に対応す

る表現で､特に女性が使用しています｡

このコツセンを誌名の由来とする 20歳

以下の女性を対象とした 『cossen』とい

う雑誌も発行されています(図3)｡ 方言

というと地味で田舎的というイメージで

とらえられる場合が多かったのですが､

現在は方言を誌名とするおしゃれな情報

雑誌も発行されているのです｡

共通語が新方言に変わる例もありま

す｡｢鬼ごっこ｣に関して､宮崎県南部

域すべてがオニゴッコを使用していまし

たが､都城市ではツケオニが使用されて

きています(図5)0

新方言として発生しても､すぐに使わ

れなくなることばもあります｡｢部活に

属していない人｣に対して都城市ではピ

ッキョブの使用が確認できます(図5)0

これはピッキョ(カエルの方言形)にブ

(部)を付けた語形です｡図5の調査では

80%を越える使用者が 30代にいました

が､若年層ではキタクブ(帰宅部)が主流

になっています｡マスコミの影響がなく

ても､ある地域で急速に使用者が増える

場合もあります｡これは意図的に作られ

宮崎市の新方言

05
ー トー 宮崎市一一■ - 都城市

50 L-__ ■一■_

若年層 活igF層 青年層

図4コツセンの使用率(早野2007a)

都城市の新方言

若年層 活躍層 高年層

図5ツケオ二 ･ピッキョブ(早野2007a)

た語形で早野(2007a)では ｢地域流行語｣

と表現しています｡流行期を過ぎると､一般的な流行語と同様に消滅するのも早いの

です｡ツケオニ､ピッキョブともに宮崎市では使用者が確認できませんでした｡諸県

方言と日向方言の地域差は現在でも発生してきているのです｡
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2.2伝統的な方言

新方言では語桑を中心に解説しましたので､伝統方言は文法現象を例に解説してみ

ましょう｡九州方言の特徴的な現象のひとつに二段活用があります｡院政鎌倉時代か

変化しました｡本居宣長 『玉勝間』(1793-1801)の七の巻 ｢ゐなかにいにし-雅言のの

これる事｣には､江戸後期にはすでに)j甜 勺特徴となっていたことの記述があります.

二段活用といっても､ピンとこない人もいるでしょうから説明します｡たとえば現

代語で ｢起きる｣は ｢okい oki一･oki-ru･oki-ru･oki-re･oki-yo(ro)｣のように活用し

ます. しかし､平安期は ｢oki-･oki一･oku一･oku-ru･oku-re･oki-yo｣と活用していま

した｡音韻変化などが起きたため､平安時代そのままの形ではないのですが､九州で

は現在も二段活用が使われています｡

国立国語研究所(1991)の 『方言文法全国地図2』の ｢第61図 起きる｣(もと上二段

活用)･｢第64図 開ける｣(もと下二段活用)から､九州地方全域と和歌山県の一部に二

段活用の使用が確認できます｡図7･図8は国立国語研究所(1991)の第61図と第64図

から作成したものです｡｢開ける｣では､ほぼ九州全域で二段活用の使用が確認できま

す｡｢起きる｣では大分県･宮崎県を中心とした九州東部域で主に使用されていること

がわかります｡早野(2007b)の調査から｢起きる(終止･連体形)｣は日向方言でオクル ･オ

クッ(二段活用)､諸県方言でオキッ(一段活用)が使われており､｢開ける(終止･連体形)｣は

日向方言でアクル(二段活用)､諸県方言でアクッ(二段活用)が使われていることが確認で

きます｡現在､二段活用はさらに変化しています｡｢起きる｣を例にすると､図6のよ

うになります.宮崎県で ｢起きる｣は､上二段 ･上一段 ･五段 ･下二段 ･下一段の5

つの活用をもっているのです｡

上二段活用(起きる)(高年層)

(活芸 = S,/ 1*((蓋 Bn蓋 ,'Y f琵 靴 ,

図6宮崎県の上二段活用の変化(早野2007b)
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○■三溝(鞍

-傍,･手､

図7｢起きる｣(終止形)(早野 2007b)

図8 ｢開ける｣(終止形)(早野 2007b)
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凡 例

●オクル(二段活用)

○ オキル

◇ オキッ
△ オキー
◎ オケル
☆ その他

凡 例

● アウル(二段活用)

◆アクッ(二段活用)
▲アクイ(二段活用)

○ アケル

◇アケッ



図6の状況を見ただけでも､方言の複雑さがiTl!_解できると思います.ここでは､触

れませんでしたが､兆通語や関西方言との申F''THf-iも多く発′卜してきています(Fチ斬

2005)｡方言といっても､通川する範l用はさまざまなのです｡

日本語教師の方々に質問しますo l'l/分が使っている方言がどの地域､どの111--代でど

の程度通用するかを理解 していますか｡)j言を教えるための適切な教材はありますか.

自分の使っていることばが広く通用するものと思っていたら､実は地域的にもIt廿即'J

にも限定されていたということはよくあります｡安易に方言を教えてはならない矧j】

のひとつがこの通用範囲なのです｡

§3.ことばの場面差

金田一春彦(1988:p.16-17)には､次のような記述があります｡

グロータース神父は時々人の意表をつくことを言う人であるが､ある時､｢日本人

は実に語学の天才だ｣と言った｡彼に言わせると､｢日本人が電話をかけているの

を聞いていると､故郷の兄弟に対して話している場合､親 しい友だちに対して話

している場合､上役に対して話している場合､- この言葉の違いは､ヨーロッ

パ-行ったら三つぐらいの外国語を使い分けているようだ｣というのである｡

たしかに､九州の筑後あたりの人ならば､故郷の弟に向かっては､

ソギャンコトワ シェンホ-ガ ヨカタイ

と言うであろう｡が､東京-出て来て､親 しい学友に対しては､

ンナ バカナコトヲ スルヤツガ アルカ

と言いそうだ｡それが社会-出て上役に対した時は､

サヨーナコトワ オヒカエナスッテワ イカガデシヨーカ

と言いそうである｡

話す相手､つまり場面によってことば遣いが大きくかわるのが日本語の特徴です｡

日本人は､場面差によって､三つの外国語を使い分けるのに匹敵することばの使い分

けをしているというのです｡

日本語社会では､場面にあったことばの使い方が求められています｡そして､場面
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に合わない文体を使った場合､人間関係に影響を与えたり､人格を否定されたりしま

す｡ブティックで買物をしている時､見知らぬ店員から ｢お前､どんな服探してんの｣

といわれたら､ほとんどの人が腹立たしく感じることでしょうo恋人や親友に言われ

たら気にならない表現でも､親しくない人にいわれると､感情を害することがよくあ

ります｡知らない人や目上の人には高い文体の使用が期待されていますo｢お前､どん

な服探してんの｣という例は､その期待に反したために起きたことなのですo店員に

は ｢お客様､どのような服をお探しですか｣のような高い文体の使用が期待されてい

ます｡それでは､｢お前､どんな服探してんの｣と表現した店員は､どのようなことに

なるでしょうか｡かなりのペナルティを受けるでしょうし､人格も疑われますo親し

い者同士で敬語を使って話しても､よそよそしく感 じることはあっても､ペナルティ

を受けたり､人格を否定されることはないでしょうo日本語教育で ｢です ･ます体｣

や､高い文体が使われる大きな理由のひとつがこのことなのですo

さて､方言の文体を考えてみましょう｡方言(地域差のある言語要素)の多くは文体

が低いのです｡つまり､方言は基本的に親しい者同士が使うことばなのですo真田(1992)

では､方言を外国人に限らず､他郷の人が使用することに好意をもって受け入れる人

ばかりでないことが指摘されています｡鹿浦(1992)は､留学生が関西弁を使うことに

関西地区の日本人がどのように感じるかを調査していますが､好意的に受け取らない

人が多いという結果がでています｡外国人が方言を使った場合､聞き手を不愉快にす

るばかりでなく､話し手の人格も疑われる場合があるのですo学習者に方言を安易に

教育してはいけない理由のひとつが､このことですo外国人が方言をベラベラ話すこ

とを期待する日本人は少ないでしょう｡

宮崎は方言主流社会ですので､宮崎で生活するのに方言がわかれば便利ですoしか

し､既に述べたとおり方言は複雑です｡どのような方言を解説すれば不自由しないで

すむのでしょうか｡また､方言を学習することは､多大な労力を必要としますo都城

方言話者の会話を日向方言話者は､よく内容がわからないといいますoそのような状

況でも､都城方言を勉強しようという日向方言話者はいないでしょうo話し手は､聞

き手が親しくなかったり他郷の人であった場合､共通語を使おうというという心理が

働きます｡まして､聞き手が外国人とわかれば､共通語を使ってくれる場合がほとん

どです｡方言ということばの性質を説明するのは良いことですが､具体的な方言の解

説については､学習者がかなりのレベルに達してからの方がよいと思いますo少なく
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とも､初級で解説するのは避けた方がよいのではないかと思し､ます0

§4.地方共通語

方言の多くはくだけた場面で使われると説明しましたが､そうでない方言もありま

す｡その地域では方言(地域差がある)と気付かずに､共通語 ･標準語として使われる

ことばもあるのです｡そのようなことばを地方共通語とか､疑似標準語といいます｡

代表的な宮崎の地方共通語にはナオス(片付ける)､-ワク(掃く)､カラウ(背負 う)な

どがあります｡普通､方言はくだけた場面で使われるのですが､地方共通語はあらた

まった場面でも使われるのが特徴です｡さらに､あらたまった場面を中心に使われる

地方共通語もあります｡｢勉強サレテクダサイ｣｢安くデ買えた｣などの表現がそうで

す｡これらは､全国共通語を目指しつつも､使い分けが不十分なために発生した現象

です｡｢安くデ買えた｣は､ローカル放送のアナウンサーが使うのを聞くだけでなく､

新聞広告などにも使われることがあります｡図9は ｢安くデ買えた｣の使用意識(方言

か共通語か)を宮崎市で調査した結果です｡ほとんどの話者が共通語と意識しているこ

とがわかります｡

この地方共通語に関しては､その地域で共通語と考えられているので､学習者が誤

って使ったとしても問題になることはありません｡ しかし､地域的に制限されている

ことばなので､やはり日本語教育で扱 うべきではありません｡この地方共通語に関し

ては､さらに問題があります｡教師が共通語

と判断して教えてしまう可能性があるのです｡

日本語教師には､自らが使っていることばを

客観的に判断できる能力が必要なのです｡

§5.おわりに

方言は通用する地域や世代が限定されてい

ます｡また､上品なものや下品なものなど､

その性質はさまざまです｡どうしても方言を

解説したいというのであれば､解説すべき方

言を選定しなくてはなりません｡使用頻度な
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どを手がかりに､基本的な部分を選定することはできるでしょうが､それにはフィー

ル ドワークに基づくデータが必要です｡ネイティブスピーカーだから大丈夫という発

想は通用しません｡また､学習者の負担の大さも考えなければなりません｡

同郷出身であってもお互いの趣味が異なれば話しが通じないことがあります｡サッ

カーが趣味の人はサッカー用語をよく使いますが､サッカーに関心のない人には通じ

ないことがよくあります｡このような状況を考えると､職業等の関係で方言の理解が

不可欠というような場合を除いて､方言の教育にはもう少し慎重になった方がいいで

しょう｡

実は､方言教育が必要なのは日本語学習者ではなく､日本語教師の方なのです｡日

本語教師は方言の機能や役割､教育した場合の状況などを十分に認識 している必要が

あるのです｡ 日本語のネイティブスピーカーだからといって日本語教師にはなれない

とよく言われます｡ 日本語教師は日本語を客観的に判断する能力が要求されているの

です｡まず､日本語を教える前に､自分自身が使用している日本語を内省してみてく

ださい｡
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